
⻑野県過疎地域持続的発展計画《概要版》【令和３〜７年度（2021〜2025年度）】※令和５年３⽉改定

過疎地域の持続的発展の⽀援に関する特別措置法第９条及び⻑野県過疎地域持続的発展⽅針に基づき、
県が過疎地域の市町村と協⼒して実施する⼜は⽀援する事業について取りまとめ、策定するもの

基
本
的
な
方
向

各部局・現地機関が⼀丸となって、⻑野県市町村過疎地域対策協議会と連携しながら計画的に対策を推進

基
本
目
標

指標名 目標
過疎市町村等の⼈⼝減少率 R2年からR7年の減少率︓△3.0％

過疎市町村等の若年者⽐率 R7年︓現状の水準以上 （R3年︓12.3%）

過疎市町村等の財政⼒指数の平均 R7年度︓現状の水準以上 （R3年度︓0.312）

策定の
趣旨

施
策
の
展
開

創造的で豊かな生き方が実現できる地域づくり 確かな暮らしが営まれる地域づくり
 モノの豊かさよりも心の豊かさに重きを置き、自ら

の⼈生を自らデザインできる創造的な生活のある地域
をつくる

 地域に今ある価値（原風景・町並み、伝統・文化等）
を再認識し、⾼め、発信することで、都市住⺠が憧れ
を抱く地域をつくる

 学びと自治の⼒を発揮し、「クリエイティブ・フロン
ティア」（これからの時代を牽引する新しい生き⽅
や暮らし⽅、価値を創造できる最先端の地域）へと
価値観の転換を図る

 ⼈々が地域で安心して暮らし続けることができる基
盤を確保する

 ⽥園回帰（信州回帰）の潮流を捉え、移住・⼆地域居
住の推進、つながり⼈⼝の創出により、地域活動と地
域の産業を⽀える⼈材を確保・育成する

 ＤＸの推進により、必要な生活・⾏政サービスを享受で
きる環境を整備する

 地域にある資源を活かし、過疎地域から脱炭素(ゼロ
カーボン)社会を実現する

施策分野 【主な関連目標】指標名 現状 目標（R7年度）
1 移住・定住・地域間交流

の促進、人材育成
 移住者数 1,249⼈

（R2年度）
2,100人

2   産業の振興、観光の開発  企業⽴地件数 20件
（R2年度）

100件
（R3〜7累計）

3   地域における情報化  特に国⺠の利便性向上に資する⼿続
とされている⼿続のオンライン化率

0%
（R2年度）

100%

4 交通施設の整備、交通手段
の確保

 地域公共交通計画を策定する市町
村数

34市町村
（R2年度）

47市町村

5   生活環境の整備  汚⽔処理⼈⼝普及率 98.0%
（R2年度）

98.5%

6   子育て環境の確保、
高齢者等の保健・福祉の
向上・増進

 保育所等利⽤待機児童数 9⼈
（R3年度）

0人

7   医療の確保  医療施設従事医師数(⼈⼝10万⼈当
たり)

233.1
（H30年度）

257.7以上

8   教育の振興  ⼭村留学に取り組む団体数 14団体
（R3年4月）

26団体

9   集落の整備  小さな拠点形成数 34か所
（R2年度）

48か所

10 地域文化の振興等  文化財指定等件数 829件
（R2年度）

929件

11 再生可能エネルギーの
利⽤の推進

 １村１自然エネルギープロジェクト
登録数

163件
（R2年度）

213件

12 その他地域の持続的発展に
関し必要な事項

 圏域全体の活性化に取り組む圏域数 8圏域
（R2年度）

9圏域

※各指標における数値は、原則として特定市町村を含む過疎市町村43団体の数値を設定

２つの「基本的な方向」を、共通の視点・目指すべき方向として市町村等の関係者と共有しながら、以下の施策を推進


